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「道憲法改悪反対共同センター」

憲法署名、有権者過半数４７％達成！

１００％目指してあらたに意思統一

　道共同センターは２月２８日、第５回総会・全道交流集会を札幌で開きました。

共同センターの今井文夫氏が「憲法をめぐる情勢の特徴」と題して講演。改憲派や自衛隊派兵の動きが強まる中、「九条の会」や共同センターの運動が改憲反対の国民世論を広げ、それらの勢力を跳ね返してきていると強調。会場からは、「宣伝で反応に広がりを感じる」「憲法学習を強化しよう」「３・２９道民大集会を成功させよう」という積極的な声が飛び交いました。

　道共同センターの大地事務局長が提案した運動方針で、改めて有権者過半数署名を目指すため、自主目標を早期達成しようなどの方針が確認されました。
「守口市職労自治研部九条の会」

「憲法守らなどうなんねん学習会」毎月がんばって２９回目
初めて昼休み学習会にとりくんだのは２００５年の６月。その年の５月、ニューヨークでのＮＰＴ再検討会議に向けた１００万人要請行動の報告集会でした。その後、年末に自民党が憲法改悪草案を発表。「これはたいへん、職場で何かしなければ」の思いで第１回の学習会を開催。学習会のネーミングも「憲法守らなどうなんねん学習会」。

　それからはテーマも多彩で、講師も自前。ＤＶＤも作成したりで３年数ヵ月の間に２８回を数えました。

　２月１９日の第２９回のテーマは「自衛隊をソマリア派兵して海賊の退治って、ええこと違うの？」。講師の村中副委員長は「海賊問題、取り締まりなどの警察力があるのは海上保安庁。自衛隊の出番ではない。海賊退治の口実で自衛隊を世界に派遣するのはとんでもないこと」と強調しました。

　参加者からは、「わかりやすい話でよくわかった」「ソマリアがどこにあるのか初めて知った」などの感想が聞かれました。



宣伝が行われたのは墨田区錦糸町駅。墨田区は太平洋戦争時中、４００機の米軍機が焼夷弾をばらまき、十万人もの命が奪われた下町です。甚大な被災地となった墨田区横綱二に建つ都慰霊堂には犠牲者が十万五千人分の遺骨が納められています。
参加者からは「父親が捕虜ととなり結核になった。それが今遺伝して私も結核になった。戦争で家族の人生が狂わされた。子どもがいるが

絶対に戦争に送りたくないという思いで宣伝に参加している。」「直接戦争は体験していないが父親は戦死した。」などの切実な声が聞かれ、ティッシュ配りにも熱が入っていました。
この日は東京自治労連女性部、墨田区職労、墨田労連、東部法律事務所、新婦人、年金者組合、全労連・全国一般など９団体から３２人集まりました。署名ハガキ入りティッシュを２５００個配布しました。
また憲法２５条をいかす活動として、３月１４日（土）墨田労連をはじめとした「８団体協議会」が「街頭なんでも相談会」を開きました。強風と冷たい雨の中、６０人のボランティアが集まり１８件の相談が寄せられました。
　４月４日（土）には墨田区職労を中心に団地一斉宣伝作戦と題して、１２階建ての団地２０００世帯にティッシュとチラシを配など、各団体でも取り組みを強めています。
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ＪＲ錦糸町駅





９条のアンテナVOL.３





３月１９日午後６時、墨田労連などが中心となって行う「９の日宣伝」を取材しました。





東京大空襲の被災地　墨田区錦糸町駅で「９の日宣伝」
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